
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

●学力向上対策評価シートに示し
たマイプランの成果指標を達成し
た教師（Ａ：８０％以上、Ｂ：７０％以
上、Ｃ：７０％未満）

○西与賀授業レシピに沿った授業公開を２回以上
実施する。
○校内研究と連携し、単元構成を重視した授業を
全職員で作り上げる。 B

・「夏のレシピの会」を踏まえて、各教科等部が単元構成をしていくと
きに重視しているポイントを他教科等の担当者も知ることができた。
・授業の中で既習事項を意識できるように、単元の導入や各時間の
初めに系統的に整理されたものを子供と共有するようにする。その
中で作成した資料を次年度以降も共有・改善できるように、保存す
るフォルダを整備する。

B

・学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指標を達成した教師は94.7％で
あった。学力向上対策シートに沿って実践を行っている教師が多かった。
・学校生活アンケートの結果、「自分で問いを立てて学習に取り組んでいる児童」が、下
学年では87％、上学年では73％であった。「自分の学習のふり返りをしている児童」が
下学年では90％、上学年では79％であった。児童も問いを立てたり、ふり返ったりして
いるという意識はある。上学年ほど下がる傾向があったので、継続していくことを次年
度以降も取り組む必要がある。

○12月県調査で全項目県平均以
上を達成する。

○生徒指導の３機能を取り入れた授業実践を日々行い、
自分の考えを表現する力を一層向上させ、強固な授業基
盤を作り上げる。
○「問い」を起点とし、視点を価値付け提示したり、学習用
語を押さえたりしながら「振り返り」を充実させる。

B

・すきま時間の取り出し指導を強化するために、「教えてほしい」と思って
いる児童が自主的に学びに行ける場所をパソコン室に整備する。また、放
送で呼びかけたり、自主的に学びに来ている児童を紹介し価値づけたり
する。
・自分の考えを言葉で伝える力をさらに高めていく。そのために、まずは、
人との交流が難しい中でも、タブレットのビデオ通話機能を活用し自分の
考えを話す機会を確保する。また、月ごとに各学級でコミュニケーションの
めあてを決め、それに向けて取り組んだことを全校集会で毎月紹介できる

B

・12月県調査では、教科別でも、観点別の項目でも県の平均を下回っていた。学校評
価でも、問いを立てたり、ふり返りをしたりという意識はあることが分かった。今後の課
題として、授業のキーワードをもとに学習を自分でまとめるような学習活動を仕組み、
書く活動を重視していきたい。
・パソコン室を整備し、給食の準備時間を利用して、級外を中心に取り出し指導を継続
的に行うことができた。また、保護者・地域の方々のご協力のもと、計算などの習熟を
図る取組を進めることができた。

○読書指導の充実 ○貸出冊数　低１２０冊、中１００冊、高８
０冊
○学校評価アンケート「進んで読書して
いますか」の回答について、進んでして
いる児童（Ａ：８０％以上、Ｂ：７０％以
上、Ｃ：７０％未満）

・朝の読書タイム（８：００～８：１５）や給食の準備時間などの隙
間時間を活用して読書を毎日行う。
・あしのこ読み語りとして、地域の方や保護者の方に月に１回読
み語りに来ていただく。
・家読を学期に１度程度実施する。

A

・家読がとても定着しており、家庭の取り組みも熱心になっている。
・読書冊数も増えてきているが、本のジャンルに偏りがある。漫画シ
リーズや絵本ではなく、文庫本にも親しめるよう国語の授業に関連
づいたものやおすすめの本の紹介コーナーを作る。

A

・家読の提出率が高く、家庭で読書する機会の確保につながっていた。
・各学年、学習と関連する図書の活用が増え、さまざまな本に触れさせることができた。
・本を借りに行く子供は多いが、家庭での読書時間が少ないことや、各学年の必読書
の貸出が少ないことなど課題は残っている。

○主体的に家庭学習に取り組む
態度の醸成

○家庭学習の習慣化ができている
児童90％以上

・毎週末、家庭学習で自学に取り組ませる。苦手な教科にも挑
戦できるように、「自学チェック表」を作成し、取り組んだ内容が
子ども自身に分かるようにする。また、内容のよいものを掲示
し、児童に達成感を味わわせる。
・各学年に目安となる家庭学習の時間(学年×10分＋10分)を示
し、生活パワーアップアンケートで確認し、その都度改善を図
る。

B

・３年生以上の全学級で、毎週末の家庭学習で自学に取り組ませた。取り
組んだ自学ノートの中から、頑張っている児童のノートを「自学お披露目
週間」として児童玄関に学級ごとに掲示し、家庭学習に対する意欲の向上
を図った。後期は、全校放送での自学お披露目週間の紹介やいろいろな
教科に挑戦できる「自学チェック表」の活用をして、さらなる家庭学習への
意欲向上をはかる。
・生活パワーアップアンケートでＩＣＴを利活用しながら、家庭学習の時間が
児童自身がすぐに確認できるようにして、日ごろから生活習慣を意識でき
るようにする。

B

・毎週末の自学の取り組みを継続し、各クラスの自学名人を廊下に掲示して広めたり、
自学名人に賞状を配布したりすることで家庭学習の意欲の向上を図ってきた。学校評
価児童アンケートで家庭学習の習慣化ができている児童の割合は75％、保護者アン
ケートでは93％だった。児童のさらなる意欲の向上を図る手立てが必要である。
・生活パワーアップアンケートでは、グーグルフォームスを使い、子どもたち自身が回答
して、結果をすぐに見ることができるようにできた。達成率は下がっているので、次年度
に向けた課題である。

○保護者アンケート項目「学校は
子どもたちに人権意識や思いやり
の心を育てているか」の評価達成
率を９０％以上にする。

・家読を活用した「おうちde道徳」の取り組みで、子どもの
心の成長に目を向けてもらう機会を設ける。
・学校からのおたよりで、子どもたちの生活や道徳の学習
の様子などを保護者に知らせる。

B
・3回目の家読期間を利用して、「おうちde道徳」を実施する。
 取り組みの結果を、道徳便りで各家庭に知らせる「。
・道徳便りの発行はまだ発行できていないが、道徳の授業についてや、行
事や普段の生活で現れる子どものよき姿を10月中には知らせていく。

A
・道徳便り、「おうちde道徳」は予定通り実施ができた。道徳だよりの発行数が昨年より
少なかったという反省点はあるが、各学級のおたよりで、子供の気持ちの成長を伝える
発信ができており、「保護者アンケート項目「学校は子供たちに人権意識や思いやりの
心を育てているか」については、95パーセントが肯定的な回答をしている。

○児童アンケート項目「進んであ
いさつをしている」「友達に優しくし
ている」の評価達成率を９０％以上
にする。

・「コミュニケーション力育成計画」を基に、生徒指導協議会でコミュニ
ケーション力の方針を決め、各学級の実態に応じて、コミュニケーショ
ンの重点目標を掲げ、挨拶や関わり方について学ぶ機会を設ける。
・生活目標に対しての、各学級の具体的な取り組みを、子どもと考え
実践しようとする意欲につなげる。
・全校集会やほめほめタイムなどを生かし、全職員で、子どもの姿を
価値づける。

B

・毎月の生活目標とコミュニケーション目標を各学級に配布し、学級の実
態に合わせた具体的取り組みを考えて取り組んでいる。
・ほめほめタイムで、子どもの姿を認めることを続けている。後半、一人1
回のほめほめ目標を共通理解で呼びかける。
・月目標と関連させたほめほめカードを募り、紹介する。
・あいさつをすることの意識づけのために、2学期にたてわりグループを活
用してあいさつ運動を実施する。

A

・毎月の生活目標と合わせてコミュニケーションの目標を実態に応じて取り組むことで、
人とのかかわり方について考える機会を設けることができたが、ふり返りが不十分で
あった。児童アンケートでは、「進んであいさつをしている」は89％「友達にやさしくして
いる」は96％の児童が肯定的な評価をしている。あいさつについては、たてわりのあい
さつ運動を取り入れたり、道徳科などで学年に応じた指導をおこなった。改善してきて
いるが、引き続き人とのかかわりの出発点として力を入れる必要がある。

●いじめの早期発見、早期対応体
制の充実

○いじめ防止のための取り組みが
できていると回答した教員９０％以
上

・毎月１回保護者向けの「いじめいのちのアンケート」を実
施、子ども向けに「おしえてねアンケート」を実施し、児童
の気持ちの状態の把握に努める。
・教育相談協議会などで、支援の必要な児童について学
校全体で見守るための情報交換をする。

B

・教職員向けのアンケート調査によれば、９０％以上の教職員が、毎月の
アンケートや日々の教育活動から「いじめの早期発見と早期対応」ができ
ていると答えている。
・今後もいじめの定義を教職員や児童と共有をしながら、いじめ防止に努
めるとともに、いじめ問題に１００％対応できるような資質・能力を育む場を
設ける。

A

・教職員向けのアンケート調査によれば、１００％の教職員が、毎月のアンケートや
日々の教育活動から「いじめの早期発見と早期対応」ができていると答えている。
・生徒指導、教育相談、特別支援教育のケーススタディを行い、様々な事例の中で、ど
のように教職員が対応してくのかについて学ぶ機会を設けることができた。

●健康・体つくり

次の中から１つ以上を選択
❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」
❸「望ましい食習慣と食の自己管
理能力の育成」
❹「安全に関する資質・能力の育
成」

❷「家でのテレビ・ゲームの時間が１時
間以内」の児童を８０％以上にする。
❷「早寝、一人で起きる、朝食、勉強道
具の準備、宿題」ができた児童を７０％
以上にする。
❹(学校独自成果指標)
児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にする。

・保健や学活の時間に養護教諭と連携した学習を行うことで、
児童への啓発を図る。保健便りで保護者への啓発を図る。
・生活パワーアップの集計結果に合わせて、保護者への啓発を
図る。給食委員会で、「我が家の朝ご飯メニュー」を募集し、家
庭にお便りを配布する。
・交通安全集会、交通安全教室、帰りの誓いの唱和に取り組
み、交通安全の意識を高めさせる。

B

・6月実施の生活パワーアップアンケートでは、「家でテレビ・ゲームの1時
間以内」の児童は56.1％だった。目標を修正し、「家でテレビ・ゲームの1時
間以内の児童を６０％以上」とする。アンケート結果をもとに、保健室便り
で保護者への啓発を図る。
・アンケートのデータをもとに、具体的取り組みを実施した。早寝をしてい
る児童が最も低く、60.6％に留まっている。次回生活パワーアップ集計結
果のお便りに養護教諭からの資料をつけて家庭への啓発を図る。
・交通事故は０だった。今後も具体的取り組みを続けていきたい。

B

・１２月実施の生活パワーアップアンケートでは、「家でテレビ・ゲームの1時間以内」の
児童は63.3％だったため、目標は達成した。
・12月実施の生活パワーアップアンケートで「早寝をした」と答えた児童は、65.4％だっ
た。計画通り、集計結果に合わせて養護教諭からの資料をつけて保護者への啓発を
行った。
・交通事故は０だった。2月の生活のめあては「落ち着いた学校生活について考えよう」
としている。このめあて達成を目指すことで、登下校のしかたにいい影響が出るようにし
たい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤
務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限を遵守する。

・個々の職員が、業績評価に時間外勤務削減の方策を記述す
る。
・業務の適正化、平準化ができているか見直しをする。
・各部会等での振り返りを生かして、すぐに来年度の計画を策
定する。
・会議や研修等のタイムマネジメントに努める。
・定時退勤日を徹底する。(毎週金曜日)

C

・　個々の職員が業績評価に時間外勤務削減の方策を記述して取り組ん
ではいるが、上期では月平均で約2割の職員が教育委員会の規則に掲げ
る上限45時間を超えている。先を見通した早めのとりかかり等でスケ
ジュール管理ができるよう声をかけていく。
・会議はほぼ時間内に終わることができている。更に、資料を前もって配
布し、事前に読み込むことで、質の高い話し合いにしていきたい。
・　定時退勤日については徹底できていないため、スケジュール調整でき
るよう早めの告知を行う。

B

・教員アンケートで「タイムマネジメントに努め、時間外勤務時間の削減に
努めた」との項目に肯定的な回答をする職員は６５％。削減しようとの意識
はもっているが、できていない職員もいる。
・３部会で話し合いをしてから職員会議に提案をし、資料データを早めに入
れることで、議案について時間内に質の高い話ができた。
・毎週金曜日の定時退勤日にはほとんどの職員が6時には退勤し、定着し
てきた。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

◎志を高める教育

◎自らの夢や目標の実現に向け
て努力し、進んで地域に関わろう
とする気持ちを高める教育活動

◎将来の夢や目標をもつ児童
90％以上
◎地域の行事等に進んで参加す
る児童60％以上

・キャリアパスポートを活用し、授業等を通して定期的に見
直しを図り、年度末の児童アンケートで「将来の夢～」が９
０％以上を目指す。
・公民館と連携し、児童が地域行事等に参画しやすい環
境を整える。 B

・日々の授業でできるようになったことを振り返る活動を重ねている
職員は９３％、夢や目標について考える授業を実施している職員は
７９％である。下期も短期や長期の振り返りでできるようになったこと
を実感し、夢や希望がもてる授業を重ねていく。
・　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、地域行事が実施され
なかった。昨年から1年以上そのような状態が続いているため、児童
の地域行事に参加する意識が薄れている現状である。下期で感染
が落ち着いてから実施される行事でについては積極的に紹介し、推
進していく。

B

・年間を通してキャリアパスポートを活用し、児童の伸びや成長、将来の夢につ
いて意識させてきた。また、日々の授業でできるようになったことを振り返る活動
を重ねている職員は１００％である。その結果、目標とする９０％には届かなかっ
たが「夢や目標がある」と答えた児童は８７％となった。
・「地域の学習や行事に進んで参加した」という質問に肯定的に回答した児童は
４８％である。コロナ禍で地域行事が実施されなかったことが大きな要因である、
その中でも、感染が一時落ち着いた時に実施した「西与賀ライトファンタジー」に
は6年生のペットボトルツリーでのコラボレーションも実現し、当日も多くの児童が
参加した。

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組

具体的取組

●心の教育

中間評価 最終評価

●児童生徒が、自他の生命を尊
重する心、他者への思いやりや社
会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教
育活動

●全職員による授業の構成につ
いての共通理解と共通実践

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

１　前年度

　　評価結果の概要

【心 の 教 育】気持ちのよい挨拶や言葉遣いなど日常的な指導を通して、他者を思いやる心や社会性の醸成を図る。
【学力の向上】①マイプランの積極的活用を推進する。　②単元を通してつけるべき力を明確にし、その獲得に向けた課題を教師一人一人が把握する。その課題を児童自身が意識して学習に向かう授業づくりを行う。
【健康・体づくり】小学生としての望ましい生活習慣の獲得(ゲームやテレビの視聴時間、家庭での読書、生活リズム：早寝早起き等)をめざす。

２　学校教育目標 自ら学び、共に生きる西与賀っ子の育成

３　本年度の重点目標

【心づくり】多様な他者を認め、言葉でつながる力を育成する。
【知づくり】進んで自分の考えを表現する意欲を醸成する。
【体づくり】自身の生活を調整する力を育成する。
【教職員】業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減を徹底する。

学校名 佐賀市西与賀小学校


